
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 

 

 

技術分野分類  4803：無機工学材料 

技術キーワード  C：セラミックス 

産 業 分 類  E-21：窯業・土石製品製造業 

 

内 
 
 
 
 
 

容 

 

概  要 

 

演色性とは光源による物体の見え方が異なる現象であり、光源の種類によって

可逆的に色が変化するセラミックスを開発した。従来の陶磁器などの加飾方法

を用いることで、陶磁器、ガラス、琺瑯等に使用でき、耐候性に富んでいる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の演色性材料は主に有機材料へ演色性粒子を複合化させ、繊維やプラスチ

ックとして応用されている。また、演色性効果を高めるためにはナノ粒子を用

いる必要があった。本開発ではミクロンサイズの粒子を用いて焼成することで

演色性効果が高く、耐光性のある材料を作製することができた。 

本技術の 

有用性 

従来の陶磁器やガラスなどの加飾技術を利用できるため、特別な設備投資とし

ない。焼き物としての機能性のある製品を提案できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
陶磁器製品、ガラス製品、琺瑯製品などのアクセサリー、室内装飾 
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光源によって色が変わる陶磁器・セラミック 

演色性セラミックスの開発 

太陽光と 3 波

長蛍光灯の下

での陶磁器製

品の色の変化 


